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思考力と表現力を高めるための授業づくり
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The point 1 want to emphasize isthat lessons to improve children's ab出tyto think and express 
are necessary for contemporary education. The purpose of this study is to practice arithmetic 
lessons that children could monitor and deepen processes of their thinking. In arithmetic lessons， 1 
make use of visualization for the teaching materials and children's thinking. 1 will be able to日nd
ch止dren'sstumbling by visualizing their thirホingprocesses. In addition， the present study suggests 
that structuring ofteaching could be effective for improving the ability to thinking and express. 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所存及び研究の背是
平成 20年 2月改訂の小学校学習指導要領にお
いて，これまで以上に基礎的 ・基本的な知識 ・技
能の習得とともに，それらを活用する学習活動を
充実させることにより，思考力 ・判断力 ・表現力
等の「確かな学力Jをはぐくむことを求めている。
文部科学省では，経済協力機構 (OECD)の PISA
調査を受けて平成 17年に 「読解力向上ブ。ログラ
ム」及び 「読解力向上に関する指導資料」を発表
した。これを受けて丸山 (2008)は「論理的な思
考活動が行われることで，数学的な見方 ・考え方
も育てられ，思考力や判断力，表現力等の 柄確か
な学力Jの育成が期待される。Jと述べている。
さらに「論理的な思考力を育てるために，円ご
ろの授業の中で、筋道を立てて考える活動を行うこ
となど，算数科においては，数学的な見方や論理
的に考える力，算数的表現力を育てること」が大
事である。論理的思考力の育成にあたっては，子
ども自身が自らの思考過程を振り返ることである
とし，またその思考過程を表現することどのよう
に考えたかを説明でき，さらにそれを反省するこ
とにより，より的確な表現ができるようにしてい
くことが大切である。この思考の仕方を子どもが
身にやlけていくことが思考力の高まりに繋がるこ
とは，これまでの授業実践より明らかlこなった。
-)jで¥小学生の全国学力調査の結果ではA問
題に比べてBI問題について課題が指摘されている。
例えば，山形県でも算数B問題の正答率の低さが
問題となっており，記述問題では説明ができずに
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未記入欄も多い。ここからも算数科において特に
思考 ・表現の高まりの必要性があると考える。昨
年度の成果から，教材や子どもの思考の可視化は，
論理的に説明するための手立てとして有効である
ことがわかっている。これより，発表を通して思
考力や説明する力を育成することは， 表現力を高
めることにつながるという可能性を示唆した。よ
って，木研究では新たに「表現力Jの視点を加え
て研究を進めていくことにする。
(2)表現力について
①表現ノ7の導入
平成 20年の中央教育審議会答申より算数科の
改善の基本方針のーっとして，数学的な思考力 ・
表現力の育成について挙げられている。これより，
本研究では3 数学的な思考力 ・表現力を 「日常の
事象について見通しをもち筋道を立てて考える
力」とする(福岡教育センター， 2012)。また，数
学的な表現力を 「数，式，図，表，グラフ 3 言葉，
操作などを用いながら， 自分自身の思考の過程や
結果を他者に説明する力」と設定することとした。
自分の考えを算数的な表現を用いて書き表し，相
互の関連を図りながら筋道を立てて説明すること
で，自ら納得したり他者を説得したりする活動を
取り入れた授業づくりについて研究してし、く。
②思考力と表現力の相互関係
思考力を高めるための活動として 「考えを伝え
合う活動J，表現力を高めるための活動として「書
き表し伝え合う活動jを取り入れた授業を構想
する。「考えを伝え合う活動」として思考過程を言
語化した「思考の可視化」や 「視覚教材の活用j
を取り入れた授業を展開する。それにより，子ど
もの思考を広げ，既習内容と結びつけることなど
で，論理的思考ノ〕の育成につながるG
(3)研究の目的と方法
本研究では，ユニバーサルデザインの視点に着
目しながら子どもの思考力が高まるために学習料
と子どもの考えを可視化して授業づくりを行う。
桂 (2012)は，授業をデザインする 3つの要件
として以下のことを挙げている。
①授業を焦点化(シンプノレに)する。
②授業を視覚化(ビジュアノレに)する。
③授業で共有化(シェア)する。
昨年度の研究では，全員が授業に参加しやすい
環境をつくると共に，特に②に重点を置き，学習
材の可視化のみならず，子どもの思考を可視化し
ていくことによって，子ども 宇人ひとりの思考力
を高めることができた。本研究では，①と③の視
点を基に授業を構造化し，授業の構成や板書を工
夫することによって，思考の整理や表現力の高ま
りを目指しながら，思考力と表現力の相互関係に
ついて検証してし、く。
2 先行研究の検討
(1)子どもにつけたい力
算数科における「思考力」の一つに論理的思考
力が挙げられる。論理的思考力とは，後山 (2004)
は， l[ì筋道立てて見出すノJ~ であり， [i注意深く確
かめる力』である。加えて，自らの考えを『正し
く説明する力』である。Jとしている。また 1算
数科で育成する論理的思考力は，数学的な考え方
との関連で捉えていくことが重要になる」と述べ
ている。算数を学習してし、く過程で3 この論理的
思考力には育成するために帰納的な考え方，類推
的な考え方，演躍的な考え方の主に 3つを意識し
た指導をすることが有効とされている。演鐸的な
考え方は 1すでに正しいことが明らかiこなってい
る事柄を基にして別の新しい事柄が正しいことを
説明していくこと」と一般的に定義されており，
これより既習内容の活用が重要となる。したがっ
て，児童が既習内容を活用し，演鐸的な考え方を
することで論理的思考力を育成することができる
と考えられる。
(2)授業の手立てについて
佳 (2012)は 1指導の工夫とは， [i論埋」を授
業の目標にした上で授業を焦点化したり視覚化し
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たり，授業で共有化を図ることである。授業のね
らいや活動を絞ったり，視覚的な手がかりを重視
したり，話し合い活動を組織化したりするJとして
いる。また，坪田 (2012)は， 算数科において 「新
しい概念は既念の概念との違いを子どもが具体的
に理解できるような授業によって，深く理解され
ていく」と述べている。さらに，宇野 (2012)が
「言葉 ・図 ・グラフなどを用いる言語活動もそこ
に存在する論理を押さえる必要があるコ論理とい
っても難しいものではなく， 一つ一つのステップ
における理由付けであるJと述べてし、る。以上か
ら，学習材の可視化，そして子どもの考えの可視
化は概念や定義を定着するのに有効であると考え
る。
森(1998) は 1頭の中で考えた内容を言葉と
して表現することは， 自分の思考過程を客観的に
見直すことを可能にする。このような理由より，
言語による表現は，理解を深めたり，思考力を高
めたりするのである。」と述べている。さらに思考
力と表現する活動の相互ー関係について 1両者は相
互に密接不可欠な関係にある。つまり，表現する
ことによって思考力が高まり 3 表現するためには
思考力が不可欠で、ある。Jと述べている。これより，
思考を広げ表現力を高めることはさらなる思考力
の向_cjこつながり，思考と表現のスパイラルを作
ることで，学習前にはできなかった課題解決につ
ながることが考えられる。
3 実践と結果
(1 )単元の内容とその背景
本単元は，平成20年度改訂小学校学習指導要領
解説算委丸編より，第4学年における [B量と測定〕
の IB(1)面積の単位と測定Jの内容である。面
積について単位と測定の意味を理解し，面積を計
算によって求めることができるようにすることを
ねらいとし，そのための算数的活動として 「イ長
方形を組み合わせた図形の面積の求め方を3 具体
物を用いたり，言葉3 数，式，図を用いたりして
考え，説明する活動J，rウ身の回りにあるものの
面積を実際に測定する活動」の2点が示されてい
る。図形についての見方を用いて正方形や長方形
の面積の公式を活用すれば，より簡単に面積が求
められることを実感させたり，既習事項を基に，
筋道を立てて説明しようとする態度を育てたりす
ることが求められる。さらに，面積を求めたり，
様々な場面で単位を用いたりすることを通して，
実感を伴って単位の大きさを理解したり ，面積の
求め方をより確実に理解したりすることもねらい
とした単元で、ある。
本単元において，特に「面積の測定をその大き
さを数値化して表すことのよさに気付かせ，単位
とする大きさを決めることでその幾つ分として面
積の大きさを数値化することができることを実感
させること」を重点的に捉えられるような学習内
容になるよう授業を構成し，実践を行ったO
表 1.学習単元計画
1.広さの表し 1 陣取りゲー ム c*)
)7 1 面積がI-i)じいろんな形を書く
(女)
2.長方形と正方 1 長方形と正方形の面積を求め
形の面積 る
1 公式を使って面積を求める
(*) 
1 面積の求め方を考え，発表す
る(女)
1 いろいろな方法で面積を求め
る(女)
1 式を見て面積の求め方を考え
る
3.大きな面積の 1 1 rfの大きさの新聞紙を作
単位 り，何人入るか検証する(女)
1 いろいろな面積を求める
1 a， haの面積を求める
1 kniの面積を求める(貴)
4.まとめ 1 ClIi， rf， a， ha， knlの関係を怒
理する(女)
1 練習問題を解く①
1 練習問題を解く②
(2)実践した授業の概要
筆者が教職専門実習皿において山形市内A小学
校4年生(児童数30名)で、行った算数科の授業実
践である。学習単元「面積のはかり方と表し方J，
題材「広さを調べようJ(東京書籍)を 14時間の
単元構成で、行ったものである。単元の概要は表 1
の通りで、ある。
なお，可視化を取り入れた授業を行ったものに
は(女)を記している。
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(3)実践した授業の結果
[事例 11可視化による思考の整理と理解
日時 :平成25年 10月24日(木)3校時
本時では，長方形の中に 1CI11の正方形がし、くつ
敷き詰められているかとし、う面積の概念を捉える
ことを目標としている。その児童たちのやりとり
の流れを表 1に示す。児童たちは前時に 1cnlは l
辺 1CIl1の正方形で・あることを学習していたため，
縦にも横にも 1Clrtの正方形がし、くつ並ぶかをほと
んどの児童が答えることができていた。説明も筋
道が通っており，理解もできていた。次に長方形
全体に 1cnlが24個敷き詰められていることも大半
の児童は答えることができた。筆者がその理由を
聞くと，半分程の児童が挙手を しその中で発言
した児童に皆賛同した。
この時C6が1"6cmの 1Clrのやつが4こあるから」
としづ表現で考えを説明した。ここから， C6はl
cdを基準にして考えることができているのがわか
る。この時， C6は 「縦 l列を lと見て，それが
横に4タIjある」ということを表現したかったのだ
と考えたが，筆者はここで次の2点が気にかかっ
ていた。
①「縦の列は 1cnlの正方形が6つ分並んでし、る」
という考えが暖昧であること。
② C6の思考過程が説明した言葉が正しく理解さ
れる ような表現になっているか暖昧であるこ
と。
これを踏まえ， 1"同じで、すj と理解を示す反応
を示した聞き手の児童たちに1"6cmのものが4つ
あるってどういうこと ?J と発問すると，児童た
ちは急に考え込み，思考の時間になった。少し経
って 2，3人が挙手をし，C7が表現を変えて説明
した。先程の少しの思考の時間でC7は自分の思考
の整理を行い，順序立てて論理的に説明を してい
る。その説明し対し1"わかった」児童が半分程ま
で増えた。
しかし，まだ、すっきりしない表情の児童も半分
いた中で、C8が 「だいたいわかった」とつぶやく。
C8がどこまで理解しているのか思考過程を知り，
全体共有することで同じつまずきをしている児童
へのヒン トとなると考え，筆者が説明するよう言
ってみると黙って首を横に振るだ、けだ、った。それ
まで自分でも理解していたと感じていた C8も言
葉で一度説明しようと試みたところで改めて理解
ができていなかったことに気付いた場面で、あった。
表2.子どもの思考の流れ
T この長方形の中には，この 1cnlの正方形
全部でいくつあると思う?
C4 全部で10こだと思います。
CC 違います。
C5 I 24こだと，思います。
CC し¥いです。
T 124こってなんで、みんなそんなにすぐわか
るの?理由も説明してくれる人つ
(半分程の児童が挙手)
C6 I 6cmの1CJrtのやつが4こあるからかけ算で
求めて6X4で24こだと思います。
CC 同じです。
T I 16 Cllの 1cnlのやつが 4つある」って今
C6さん言ってくれたよね。ここ大丈夫?
16cmのものが4つあるJってどういうこ
と?も うちょっとそこ詳しく説明してく
れる人つ
<2~3 人挙手)
C7 横が 6cmで横には 1cniが6こ入って，そ
れが縦に 4cmで 4列分だから， 6X4=24 
になって， 24こ入ると思います。
CC 同じです。
T どう?領いてる子とそうでない子がし、る
んだけど，今C7さん説明してくれたこと
bかっ七マ
く半分程鎮く〉
C8 だいたいわかった。
T じゃあ， C8さん，もう一回説明してみて?
C8 I <少し考え首を振る〉
その後3 予習をしていた児童が公式を基に「縦と
横をかける」と計算で考えたことを発表したが，
そうなる理由までは思考が行き届いていなかった。
その様子を表2に示している。そこで 「縦と横を
なぜかけるのか」をみんなで考えたところ4人の
児童が挙手し， C10が核心に迫る発言をした。
C10が思考の整理をし3 自分の考えと言葉をう
まく結び、つけることができたことから，他の児童
への理解を促すことができた。一方で，この場面
で、の視覚的アフ。ローチが弱く，算数や図形の苦手
な児童たちには十分理解に繋がっていないところ
もあった。そこで¥次時に子どもの言葉を基に考
えを図で可視化し3 その思考のフ。ロセスに基づい
て表3の手順でその図を操作することで¥頭で考
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えていたことが視覚からの手立てにより理解に導
くことができた。
表3 子どもの思考の流れ2 (表1の続き)
T まだわかつてない人たちもいると思うん
だけど，もうちょっと詳しく説明してく
れるって人いますか?
Cω9 横が 6C叩mで
けると 2μ4になります。
T I 1縦と横をかける」どうしてかけるんだ
ろう?
C10 Iぼくは，縦の 4仰が6こあるからだと思
し、ます。6こずつあるからだと思います。
T どう?縦に4つ並んでるってことかなっ
C10 I縦に 4つあって，そこが横に 6つ並んで
る。
T どう?みんな。
く大半の児童が領く〉
表4.可視化教材を活用した概念を定着化
T 縦に 1cn1の正方形が4こ並んでいるもの
が， 15U 2列3亨U4 51J 5列6列並んでいる
から式はどうなったんだっけ。
CC I 4X6=24 
T ということで， 1 cllIの正方形が24個この
長方形には敷き詰められているっていう
のを昨日やりましたね。
[事例2]思考力を深めるための共有化
日時:平成25年 10月25日(金) 1校時
本時の主な学習内容は，色々な長方形の面積を
求める問題演習であり，公式を使って面積を求め
ることを本時の目標にしている。その練習問題の
1つが縦と横で、単位が異なる長方形で、あった。そ
の児童の発表場面の様子を表3に示している。
この時，筆者は2通りのやり方が出て3 どちら
の方法で考えた方が良いのかを考える手立てが必
要だと考え，単元の2時間目で用いた観点 1はや
い，かんたん，せし、かくに」の「はかせ」を基準
に考えさせることにした。それまで授業に参加し
て考えたり悩んだりしていた子どもたちが筆者の
説明を聞くことに集中し，参加から一気に授業を
傍観する側にまわってしまった瞬間で、もあったO
また，この時のC1の考えは大半の児童は理解して
おらず，ノー トに書いていた子のほとんどが C2 に板書の工夫を行った(図2)。
と同じ考え方をしていた。
表5 思考力を深めるための共有化
6cm 
:l O，"J 1 
C1 I 6 cmを凹に変えて， 60旧日lになって，
30 x 60=18000 1800を10で害1]って 180に
なったから 180cnIだと思います。 I 図l 授業の流れに沿った板書
CC ちょっと違う考えです。
C2 I 30 mm=3cmだから 3X6二18で 18cnlだ、と思
し、ます。
T I C2さんは凹をcmに直してくれてたけど，
C1さんは逆にcmをmlに直してくれていま
した。ど、っちでやるのがいいのかな。
この前ゃった「はかせj を覚えています
iJ、c
CC はやい ・かんたん ・せし、かく
T そうだ札そのはかせでできるもので引 図2 子どもの思考の軌に沿った板書
えるとどうかな。最初にcmに直してから
考えると式も少なく簡単に書けると思う
んだけどどうでしょうか。
[事例3]授業の構造化
i )授業の流れに沿った板書
日時:平成25年 11月7日(木)1校時
本時では，児童が新しく aとh3の2つの単位
を学習する時間で、あった。初めて出てくる単位に
もなるべく量感が持てるよう，前時で児童たちが
グ、ノレーフ。に分かれて新聞紙で作成した 1nfの正方
形を黒板に貼り，そのいくつ分と定義をしたG し
かし，児童たちが混乱をしたのは単位換算，そし
てaとh3の関係性で、あった。授業の流れに沿って
板書することで子どもの思考が一致し，子どもの
理解に繋がりやすくなると考えた結果，図 lのよ
うな板書になった。
しかし，これが逆に児童にとって aとh3の関
係性が視覚的に比較しにくくなってしまい，児童
の思考に混乱を与えてしまったC
社)子どもの思考の流れに沿った板書
日時:平成25年 11月8日(金)1校時
i )の次の日，F-fil時で、明らかになったaとh3の関
係性の課題を視覚情報からアプローチできるよう
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授業の流れに沿って縦に板書していったもの
を本時では，横に板書を流して比較をしやすいよ
う工夫をした。前時の復習も兼ねながら，更に新
しい単位 (kll)までその前の流れを踏まえて他の
単位との関係性が見えやすいように学習の手立て
となることを目的とした。子どもたちもあまり馴
染みのなしVやh3の位置づけカミら面積の単位の大
きさや関係性をなんとなくつかむことができたよ
うだ、った。
図3 学習プリント
一方で，筆者がこの構造化した表を縦に進めて
しまい，ころころ単位が変わることで児童にまた
違った混乱を与えてしまったと考えられる場面も
あった。次時では，図3の学習プリントを児童に
配布し I辺の長さJI面積Jなどカテゴリー別に
学習を進めることによって変化の違いを児童たち
は捉えることができたようで、あった。
[アンケート調査]
単元の学習の実践前と後に以下の項目のアン
ケート調査を実施した。アンケート項目の内容は，
表6の通りである。各項目に関して児童が4段階
で自己評価を千子ったものである。
表6.アンケ一卜調査の質問項目
①算数が好きである。
②算数(図形にかかわるもの)がとくいであ
る。
③ 自分の答えや考えを説明することは楽し
し、。
④友達と話して説明するのがとくい。
⑤書いて説明するのがとくい。
⑥ 「どうして~なのかJIなぜ~なのか」など
わけを考えるのが好き。
⑦みんなに発表するのが好き。
⑧いろいろなとき方を考える勉強は楽しい。
⑨友達どうしで教え合う(相だんし合う)勉
強は楽しい。
⑮グ、ノレー ブCで、の学習は楽しい。(作ぎょう ・調
べるなど)
⑪算数で勉強したことは，生活で、役に立つG
⑫算数の好きなところときらいなところはど
んなところですか。(自由記述)
また，授業後のアンケートには表6の質問項目
1頃序立てて考える)・・2人，単位のまとめ・・1人，
単位換算目・・1人，学習プリント・・ 1人
おもしろし、:色んな単位や公式で表せる...12 
人3 計算で面積が簡単に求められる・・6人，新聞
紙で1ri'を作り，何人入るか検証 ..4人，色々な
方法で(工夫して)考える ..3人，単位換算(la=100
Idを基に 1a，1ha， 1 kn1を理解する)・・1人，ク、ル
ープで話し合ったり考えたりする..1人，陣取り
ゲーム・・・ 1人，ホワイトボード、の使用(みんなの
考えがわかるから) ••• 1人，不思議な形を求める
..1人，大きい数を求める .1人
表7は3 表6のアンケート項目を「あてはまる」
「少しあてはまるJIあまりあてはまらなしリ「あ
てはまらなしリの4段階にて，児童が回答したも
のを割合で表したものである。各項目を実践の前
後で数値を比較し児童の意識やその変化を見る
ことを目的とした。特に，児童の思考力と表現力
の高まりの実感や興味関心，算数の必要感などを
中心に分析した。大半の項目が実践後に高まって
いるが，④と⑮の回答カ3少し下がる結果となった。
表7.アンケー卜調査の結果 (実践前後)
あてはまる 少し あまりあて あてはまら
あてはまる はまらない ない
① 62 (41) 28 (28) 10 (24) o (7) 
② 66 (48) 28 (28) 3 (24) 3 (0) 
③ 31 (21) 52 (55) 14 (24) 3 (0) 
④ 24 (41) 55 (38) 17 (21) 4 (0) 
⑤ 31 (31) 41 (41) 24 (24) 4 (4) 
⑥ 38 (28) 31 (38) 24 (31) 7 (3) 
⑦ 41 (35) 35 (45) 21 (3) 3 (17) 
⑧ 66 (52) 31 (38) 3 (7) o (3) 
⑨ 66 (52) 31 (38) 3 (7) o (3) 
⑩ 66 (76) 31 (24) 3 (0) o (0) 
⑪ 69 (48) 31 (48) o (0) o (4) 
に加えて["⑬算数の面積の学習でわかりやすかっ 注)数字は各段階に対する実践前後を割合%であ
たところやおもしろいと感じた活動はどんなとこ る。()は実践前の割合。
ろですか。また，その理由も教えてください。」と
いう自由記述欄も設けた。その結果は以下の通り
である。
わかりやすし、:色んな単位や公式・・・4人，教師
の説明(既習内容との結びつけ，わからない部分
の説明) 2人，個別支援..2人，工夫して求める
やり方(1つの式で，等積変形)…2人，構造化し
た授業(考える際の基準の提示10mで、OになるJ，
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4 考察
(1)可視化による思考の整理と理解について
実践の事例1より，児童が自分の思考のフロロセ
スを把握することが第ーにあることがわかる。児
童の反応や表情などから適した補助発問を加える
ことで自分の思考に立ち返ることができ， 自分が
考えていることを表現しようとした時に起こるつ
まずきに出会うことで，自分の思考のプロセスが
明らかになったと言える。この思考のフ。ロセスが
明確に担握した上で自分の思考に合った手段で、表
現することに繋がる。また，他者の表現に共感す
ることでそうなる筋道を理J解していなくても「わ
かったJと錯覚してしまう児童が多いこともわか
った。まずは，自分の思考段階を知り， 自分の思
考の整理をする時間を設けることで他の視点、から
の考えが広がると考えられる。そして，発表者の
考えを全体共有し，それを手がかりに自分の言葉
に置き換えて表現することができるようになる児
童も増えた。その結果，事後アンケートや感想、よ
り筋道立てて説明することで自分の考えを正しく
相手に伝えることができると児童自身で感じ取る
ことができたことも明らかとなった。この一連の
流れを踏まえることで思考が深まり，理解に繋が
ったと考えられる。
例えば， 1縦に 4つあって，そこが横に6つ並
んでる」 この言葉を基に，「lcdが縦に4こ並んで
いてそれが横に6列分あるからJ4x6で24個の
1 cnIが敷き詰められているということを表現する
ポイン トを明確に示すことで考えと結ひ、ついた。
表現する児童は正しく理解してもらうための言葉
の工夫や順序を掴むことができ，また発表を聞い
ている児童も友達の考えを自分の思考と比較する
ことができたのだろう。その結果，相違点に気付
くことで、理解につながったり，友達の考えを正し
く理解したりすることができたようだ。
また，視覚教材の活用に関しては後に行った形
成評価プリントの問題に対する正答率の高さから
も概念の定着を図ることができたと考えることが
できる。前時と比較し，視覚教材を用いることは
すべての児童に思考を理解に導く有効な手立てと
なることが明らかとなった。
(2)思考力を広げるために
実践2では，筆者が観点は与えたものの児童か
らはあまり反応が得られず，瞬時にわからなくて
困っていると判断した。その結果，説明を足して
いき， 子どもの思考の時間を潰してしまった。後
にビデオ分析をすると教師が言葉を加えるほど児
童が引いていく様子が分かる。ここでその違いを
全員で共有し，他の考えをした児童にすぐにあて
るのではなく C1の考えを児童たちに考えさせて
いたら自分と違う考えに触れた時，さらなる児童
の思考深まりにつながり，またC1自身も自分で初
めにcmに直す良さに気付けたので、はなし、かと考え
る。
(3)授業の構造化について
実践3を通し， 子ど、ものつまずいている部分が
一番整理される形で板書に残すことで初めて理解
や思考の整理に有効な手立てとなると考えた。図
2に示したように児童の思考のフ。ロセスを可視化
することを意識することで¥単位の関係性を明確
にできるだけでなく，事後アンケー トや授業後の
感想で 「単位換算が楽ししリ「単位を使って面積を
簡単に求められるのが面白しリなどと答えた児童
が多くいたことから大きな面干責も単位を使って簡
単に表せる良さに気付かせることもできたと考え
られる。
また，発聞においても系統立てた言葉で繰り返
すことによって，児童の理解を促し，表現するヒ
ントになった。自由記述のアンケートに「単位換
算が面白しリと書いた児童の多くが I~OがO個で
Oになる』として考えるのが楽しかった，わかり
やすかったoJと表現の系統性により興味がわき，
自分の理解に繋がったとしている児童がたくさん
いた。もっと子どもが答えやすいよう吟味するこ
とで，本時の板書が思考の整理に活かされるので
はないだろうか。その一方で，もっと子どもの思
考の段階に応じて発問を吟味することでもっとイ
メージが湧きやすい学習にすることができたと考
えられる。
例えば 1何が(もとになる正方形)たてにど
うなってる ?Jを「たてに何がいくつあるのか?J
などのように，子どもにわかりやすいように言葉
に変えて発問すること も大切である。もっと子ど
もの視点から捉えて発聞を考えていくことが今後
の課題となった。
次時で使用した学習プリントにおいては，前時
の授業を思い出しながらほとんどの児童が自分で
関係性を見出し書き込むことができたことにより，
この学習プリントを活用したアウ トプッ トも思考
の整理や考えの定着により有効な手立てとなった
こともわかった。
これより，授業の構造化するための板書におい
て2点大切であることが明らかとなった。
①授業の流れに沿う板書は子ど、もの思考に沿う
こととは同じでないこと。
②子どもの思考に沿った板書にするためには，
最後に臨む子どもの姿をイメージし，それに
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基づいた板書や発問を行っていくことによって思
考を整理し，深める手立てとなること。
(4)アンケート調査から
色々な単位を学んでいくことによって「だんだ
ん色んなことがわかるようになってきた」と視野
の広がりを実感できている児童が多く 3 またこの
アンケート結果から単位を表す良さや計算で求め
る便利さなどに気付くことができたのではなし、か
と感じる。「不思議な形や大きい数を求めるのが楽
ししリとしづ児童の声からは今まで遭遇したこと
のない未知のものとの出会いが意欲関心を高めた
り，算数的な思考を広げたりするきっかけになっ
たと考えられる。
さらに，段階別アンケート調査において実践前
後の結果を比較すると，ほとんどの項目が実践後
に児童の捉えが前向きな結果になっていることが
わかる。特に①，②，⑤，⑪の質問項目の結果が
改善されていることから，算数に対して抵抗がな
くなった児童が増え，算数を好きになる児童が増
えたと考えることができる。ここで⑤の結果が著
しく上昇したことは，授業場面において児童に思
考させる「なぜそうなるの?J Iどうしてそう考え
たの?J と一つひとつ理由を聞く場面を大切にし
たことが関係していると考えられる。そして，そ
の理由を共有したことで，ただ知識の伝達ではな
く筋道立てて考えることが楽しいと感じるように
なったのではないだろうか。筋道を立てて考える
ことで、理解につながるだけで、なく，自分のつまず
きを課題として認識することができるようになる。
それを共有することで自己解決した達成感から算
数が「わかるJIできるj と感じ， I楽ししリにつ
ながっていくのだと考える。思考を深める発問や
手立てとなる板書などの視覚的アプローチにより，
算数を理解し，生活に役立つ必要感を児童が実感
できたということが明らかとなった。
⑦の発表場面においては，本単元で授業に出席
していたクラスの児童 28名のうち場面繊黙の児
童を除いた27名の児童全員が自ら挙手をし，発表
を行うことができた。これにより様々な思考場面
を段階別に用意し，発表場面を設けることで，全
員が参加し，自ら発言をする達成惑を与えること
ができた。ここでは，児童が発表している内容に
ついて聞いている児童の理解が暖昧な時に，その
都度立ち止まって児童個人に返して再考させるこ
とがポイントになっていた。個人での思考の後に
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発表場面を通して表現し，新たに生まれた疑問点
を再び考え，それをまた表現するとしづ流れであ
る。これによって，児童の思考が広がり 3 その前
に自分が立ち止まって考えていたことよりも更に
質の高い思考ができるようになった。それをまた
言葉で表現することを繰り返していく中で，でき
なかった課題を解決することができた実感が持て，
思考と表現をする楽しさや意義を感じることがで
きたと考える。
5 到達点と課題
本研究において，理由を考えさせる思考場面を
多く作ることで児童に思考の広がりや深まりを実
感させることができた。また，児童の思考の流れ
と教師が授業後に臨む児童の姿の両方を考慮、した
板書を行うことが有効な手立てとなった。更に発
問を吟味しp 系統的な言葉で説明するなど構造化
することも思考や表現を高める手立てとなった。
思考のフ。ロセスを可視化しながらこれを繰り返し
行うことで更に思考が深まり，より質の高い課題
の解決も可能になることがわかった。
一方で¥表現力の高まりを児童に十分実感させ
ることができなかった。表現の高まりについて比
較する観点や基準が甘く，思考力と表現力の繋が
りも見えにくかった。今後は，児童の実態把握か
らその児童たちに合った表現の高まりを図れる基
準や観点を考え実践していくことが課題である。
引用・参考文献
藤井千春:[1子どもが蘇る問題解決学習の授業原理
学習指導と生活指導を合体する指導法の魅
力 J明治図書， pp.126-128， 2010 
桂聖・『国語授業のユニバーサルデザイン1[1指導
と評価158 (1)， pp.13-15， 2012 
丸山一彦[jPISA型「読解力」を視点として数学
的な見方や考え方を育てる算数科の指導法の
工夫一問題解決型の学習過程に論理的な思考
活動の場合を位置付けて-12008， 
坪田耕三:[1算数・数学科における深い理解j]， [1指
導と評価j]， 58 (9) pp.15-18， 2012 
宇野勝博:[1'算数・数学科における言語活動1[1指
導と評価j]， 58 (10)， p. 19-21， 2012 
後山和彦:[1論理的思考力を高める算数授業の在り
方~思考過程を表現する活動を通して~Jl，
2004 
